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串珠杯及び酒宴記録帖

当館蔵（びいどろ史料庫コレクション）
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串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)

が
ら
、

即
興
的
に
詩
を
作
り
、

が
集
い
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な

が
指
摘
す
る
「
何
人
か
の
文
人

も
含
ま
れ
て
い
る
。
揖
斐
高
氏

酒
宴
の
参
会
者
に
よ
る
詩
書
画

宴
が
記
録
さ
れ
る
と
と
も
に
、

に
は
、
串
珠
杯
を
使
用
し
た
酒

と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
記
録
帖

は
「
三
吸
一
杯
」
、
息
継
ぎ
無
し
で
一
気
に
飲
み
干
し
た
場
合
は
「
一
吸
一
杯
」

の
の
、
多
く
が
言
及
さ
れ
る
こ

丁
：
明
治
三
八
＼
三
九
年
(
-
九

0
五

S
O六）

一
部
の
挿
絵
が
紹
介
さ
れ
る
も

称
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

串珠杯江戸時代後期

神戸市立博物館蔵（びいどろ史料庫コレクション）

九
0
0
)

七

S
六
四
）

録
帖
（
以
下
、
「
記
録
帖
」
と
略

甲
：
文
化
元

S
明
治
三
年
(
-
八

0
四
S
七

0
)

と
名
称
を
付
し
て
整
理
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

料
は
、

一゚
年
に
神
戸
市
立
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
た
び
い
ど
ろ
史
料
庫
コ

盛
り
上
げ
る
た
め
の
趣
向
が
凝
ら
さ
れ
た
酒
器
の

け
ら
れ
た
の
だ
ろ
う
。
注
が
れ
た
お
酒
を
飲
み
干
す
ま
で
杯
を
床
に

べ
く
は
い

が
で
き
な
い
「
可
盃
」
の

つ
で
あ
る
（
左
図
）
。
本
資

レ
ク
シ
ョ
ン
に
含
ま
れ
る
も
の
で
、
既
に
ガ
ラ
ス
関
連
の
展
覧
会
な
ど
で
紹
介

さ
れ
て
き
た
(
2
)
。
と
こ
ろ
が
、
串
珠
杯
と
と
も
に
伝
来
す
る
四
冊
の
酒
宴

つ
で
、
弦
朝
顔
ガ
ラ
ス
盃
な
ど
と
同
様
に
、
酒
宴
を
こ
と

こ
ま
、

'('

1…~~ 

で
「
串
珠
杯
」
と
あ
る
(
1
}
。
串
に
刺
さ
っ
た
珠
を
連
想
し
て
名
付

本
稿
で
採
り
あ
げ
る
「
串
珠
杯
」
は
、
四
つ
の
球
体
が
連
な
り
、
そ
の
上
部

さ
か
ず
さ

に
ラ
ッ
パ
状
の
盃
が
つ
い
た
変
わ
っ
た
形
の
ガ
ラ
ス
製
の
容
器
。
収
納
箱
の
蓋

【
資
料
紹
介
】
串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)

中

山

創

太

報
を
含
ん
で
い
る
と
い
え
る
。

書
を
揮
奄
し
、

小
品
の
画
を
描
い
て
、

ひ
と
と
き
を
楽
し
く
過
ご
す
」

席
画
系
統
の
書
画
会
を
記
録
し
た
も
の
の
一
っ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
(
3
)
0

記
録
の
な
か
に
は
、
文
字
が
判
読
で
き
な
い
ほ
ど
に
乱
れ
た
も
の
も
あ
り
、

そ

の
盛
況
ぶ
り
が
生
々
し
く
伝
わ
っ
て
く
る
。
記
録
帖
は
、
串
珠
杯
が
い
つ
ご
ろ

使
用
さ
れ
た
も
の
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
人
々
に
使
用
さ
れ
て
い
た
か
な
ど
、

モ
ノ
そ
の
も
の
か
ら
は
み
え
て
こ
な
い
、
資
料
の
伝
来
を
知
る
上
で
貴
重
な
情

先
述
の
通
り
、
串
珠
杯
と
と
も
に
残
る
記
録
帖
は
四
冊
。
全
て
折
帖
仕
立
て

と
な
っ
て
い
る
。
一
部
前
後
す
る
時
期
や
重
複
す
る
時
期
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、

概
ね
時
代
順
に
記
録
が
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
仮
に
時
代
順
に
甲
・
乙
．
丙
・

乙
：
安
政
四

S
元
治
元
年
(
-
八

丙
：
明
治
一
四

s-
二
年
(
-
八
八

こ
れ
を
信
用
す
る
な
ら
ば
、
お
よ
そ
一

0
0年
間
の
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
も
ろ
い
ガ
ラ
ス
製
の
串
珠
杯
が
今
日
ま
で
伝
来
し
て
い
る
こ

と
に
も
驚
か
さ
れ
る
(
4
)
。
記
録
に
は
、
酒
宴
の
開
催
年
月
日
、
場
所
、
参
会

者
の
名
前
を
確
認
で
き
、
な
か
に
は
即
興
的
に
揮
奄
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
詩
書

画
も
み
ら
れ
る
。
な
お
、
記
録
の
中
心
は
、
酒
を
注
い
だ
串
珠
杯
を
何
息
で
飲

み
干
せ
る
か
と
い
う
点
で
、
例
え
ば
三
回
の
息
継
ぎ
で
酒
を
飲
み
干
し
た
場
合

と
い
っ
た
文
言
が
紙
幅
の
多
く
を
占
め
て
い
る
。
な
か
に
は
、
飲
み
方
に
つ
い
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が
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
が
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

げ
る
た
め
の
遊
戯
の
総
称
で
あ
る
と
い
う
(
6
)
0

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

出
身
の
儒
家
・
廣
瀬
旭
荘
（
文
化
四

S
文
久
三
年
・
一
八

0
七
S
六
三
）
の
名

前
を
確
認
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
彼
が
参
会
し
た
酒
宴
記
録
を
中
心
に
、
当
時

縦
一
五
・
八
糎
、
横
八

・
O
糎
、
厚
一
・
四
糎
。
見
開
き
二
頁
を
使
用
し
た
「
串

珠
」
（
図
1
)
の
文
字
か
ら
始
ま
り
、
安
政
四
＼
元
治
元
年
に
か
け
て
催
さ
れ

た
―
―
件
の
酒
宴
記
録
が
収
め
ら
れ
て
い
る
（
記
録
の
全
文
は
、
巻
末
を
参
照
）
。

記
録
の
中
心
を
占
め
る
串
珠
杯
を
何
息
で
飲
む
こ
と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
酒

興
は
、

「
金
観
」

(
5
)

に
よ
る
序
文
「
五
段
杯
酒
令
序
」
か
ら
、
中
国
・
唐
代
に

起
源
を
持
つ
「
酒
令
」
に
ち
な
む
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
酒
令
」
と
は
、
「
は
じ

め
に
令
官
を
選
び
、

そ
の
命
令
に
従
い
遊
戯
を
行
い
、
負
け
た
者
に
は
酒
を
飲

ん
だ
り
、
歌
を
歌
う
な
ど
の
罰
則
が
科
せ
ら
れ
る
」
も
の
で
、
酒
宴
を
盛
り
上

乙
巻
に
み
ら
れ
る
酒
宴
の
参
会
者
は
三
五
名
（
複
数
回
名
前
が
み
ら
れ
る
人

物
を
含
む
）
。
江
戸
時
代
末
期
に
刊
行
さ
れ
て
い
た
人
名
録
な
ど
か
ら
得
ら
れ

た
情
報
を
加
え
て
、
ま
と
め
た
も
の
が
表
1
と
な
る
。
参
会
者
は
、
①
大
坂
で

活
動
を
行
っ
て
い
た
人
物
、
②
人
名
録
に
儒
家
、
書
家
、
詩
家
な
ど
と
し
て
掲

載
さ
れ
て
い
る
文
化
人
、
③
廣
瀬
旭
荘
を
中
心
に
、
彼
と
交
遊
を
持
っ
た
人
物

は
じ
め
に
、

乙
巻
の
概
略
を
確
認
し
て
お
く
と
、
装
丁
は
折
帖
で
、
寸
法
は

の
文
化
人
の
交
流
を
み
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
は
四
冊
の
内
、
安
政
四

S
元
治
元
年
の
酒
宴
が
記
録
さ
れ
た
乙
巻
を

を
確
認
で
き
、
目
を
通
し
て
い
る
と
思
わ
ず
く
す
り
と
さ
せ
ら
れ
る
。

て
「
見
事
」
、
「
見
苦
し
い
」
、

「
鯨
飲
」
な
ど
と
飲
む
人
の
様
子
を
記
し
た
も
の

乙
巻
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
豊
後

第
33
号

一
八
二
八

s
一
九

0
1
)
、
高
安
丹
山
（
天
保
八

S
明
治
三
九
年
・
一
八
三
七

二
年

一
八
―

O
S
六
七
）

化
五

S
文
久
元
年

な
お
、

両
日
の
他
の
参
会
者
を
確
認
し
て
お
く
と
、

一
八

0
八

S
六
一
）
、
阪
上
九
山
（
文
化
七
ヵ

S
慶
応

ぎ
ょ
う
と
く
ぎ
ょ
っ
こ
う

(11)
、
行
徳
玉
江
（
文
政
一

い

そ

か

わ

き

ん

せ

つ

五
十
川
金
雪
（
文

る
。
機
知
に
富
む
旭
荘
の
対
応
が
微
笑
ま
し
い
。

宴
記
録
に
「
百
吸
一
段
」
（
百
の
息
を
吸
っ
て
、

一
段
を
飲
む
）
と
あ
る
よ
う
に

げ

か

ん

こ
こ
で
、
旭
荘
の
名
が
み
ら
れ
る
安
政
五
年
(
-
八
五
八
）
六
月
下
浣

に
「
伊
亭
」
で
行
わ
れ
た
酒
宴
を
採
り
あ
げ
て
み
た
い
。
旭
荘
の
日
記

に

つ

か

ん

さ

じ

び

ぽ

う

『
日
間
瑣
事
備
忘
』
（
以
下
、
『
備
忘
』
と
略
称
）
同
年
六
月
一

0
日
の
項
に
、
同

か
い
え
ん

じ
く
参
会
者
の
一
人
で
あ
る
高
木
個
山
か
ら
旭
荘
に
酒
宴
の
開
筵
を
呼
び
か

け
、
同
月
二
六
日
に
実
際
に
宴
が
催
さ
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
宴
は
「
皆
裸

ら

て

い

裡
或
臥
此
晩
飲
」
と
、
皆
が
裸
裡
（
身
を
あ
ら
わ
に
す
る
こ
と
）
に
な
る
ま
で
の

盛
況
ぶ
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
(
7
)
0

と
あ
る
が
、

日
記
中
に
「
伊
勢
伊
亭
主
人
」

「
伊
亭
」
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
人
物
か
は
わ
か
ら
な
い
。

な
お
、
旭
荘
は
、
同
月
二
八
日
（
戊
午
季
夏
念
八
日
宴
）
の
酒
宴
に
も
参
会

し
て
い
る
(
8
)
。
『
備
忘
』
で
同
日
の
項
を
み
る
と
、
雨
が
降
る
な
か
、
蜆
川
（
現

在
の
大
阪
市
北
区
か
ら
福
島
区
に
存
在
し
た
曽
根
崎
川
の
別
称
）
に
船
を
浮
か

べ
、
橋
下
で
酒
宴
を
開
い
た
よ
う
で
あ
る
(
9
)
。
た
だ
、
旭
荘
は
二
六
日
の
酒

下
戸
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
二
八
日
の
酒
宴
記
録
に
は
「
無
息

五
段
」
（
息
継
ぎ
せ
ず
に
五
段
を
飲
む
）
と
あ
る
。
旭
荘
は
こ
の
酒
宴
で
揮
竜

し
た
「
串
珠
杯
詩
」
に
お
い
て
、
蔀
原
、
焦
遂
[11)

な
ど
、
中
国
の
酒
客
に
ま
つ

わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
、
「
奇
策
」
を
練
っ
て
杯
の
中
身
を
酒
で
は

な
く
「
沙
糖
水
」
（
砂
糖
水
）
に
入
れ
替
え
て
い
た
こ
と
を
詩
中
で
明
か
し
て
い

-
S
明
治
三
四
年
・

-6 - (2) 



串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)

s
一
九
〇
六
）
、
高
木
個
山
、
愛
田
愛
軒
の
六
名
が
み
ら
れ
る
。
愛
田
愛
軒
に

つ
い
て
は
、
素
性
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
他
の
五
名
に

つ
い
て
は
旭
荘
と
の
交
流
を
持
っ
た
人
々
で
あ
り
、
『
備
忘
』
に
も
そ
の
名
前

之
島
」
に
住
み
、
人
名
録
に
は
「
書
家
部
」
（
『
浪
華
名
流
記
』
弘
化
二
年
版
）
、
「
聞

人
部
」
（
『
浪
華
名
流
記
』
安
政
三
年
版
）
の
項
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
『
大
阪
人

物
誌
』
の
金
雪
の
項
に
は
「
性
酒
を
嗜
む
と
物
に
も
拘
泥
せ
ず
往
々
奇
行
あ
り
」

と
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
管
宗
次
氏
は
酒
興
に
の
っ
て
詠
じ
た
金
雪
の
詩
文
を
提

寺
坊
に
住
み
、
中
島
椋
隠
（
安
永
九
＼
安
政
二
年
・
一
七
七
九

S
一
八
五
五
）

に
詩
及
び
書
を
学
ん
だ
と
い
う
。
『
浪
華
名
流
記
』
（
弘
化
二
年
版
）
に
は
「
書

「
浪
華
風
流
月
旦
評
名
橋
長
録
」
（
嘉
永
六
年
版
）
に
は
「
詩
」
、
『
浪
華
名

流
記
』
（
安
政
三
年
版
）
に
は
「
聞
人
部
」
な
ど
に
列
せ
ら
れ
て
い
る
。

玉
江
は
、
名
を
直
貫
又
は
貫
、
字
を
仁
卿
、
通
称
元
慎
。
号
は
玉
江
の
他
、
檜
園
、

九
柳
十
橋
逸
史
な
ど
が
あ
る
。
行
徳
家
は
代
々
で
眼
科
医
を
生
業
と
し
て
い
た
。

ら
い
え
ん

玉
江
の
父
・
席
園
は
、
篠
崎
小
竹
、
小
竹
の
娘
婿
の
後
藤
松
陰
な
ど
と
交
遊
を

持
っ
て
い
た
と
さ
れ
、

ま
た
、
旭
荘
が
来
坂
し
た
際
に
は
、
姦
園
に
連
れ
ら
れ
面
会
し
、

刻
も
善
く
し
た
と
あ
る
。

家」、
ホ
さ
れ
て
い
る
(
1
2
)
0

玉
江
は
天
保
八
年
(
-
八
三
七
）
に
篠
崎
小
竹
へ
入
門
。

そ
の
後
は
詩

文
や
学
問
を
学
ん
だ
と
い
う
(13)

。
『
浪
華
名
流
記
」
（
弘
化
二
年
版
・
安
政
三

年
版
）
に
は
「
画
家
部
」
に
配
さ
れ
て
い
る
が
、
同
書
（
安
政
三
年
版
）
に
は
策

九
山
は
、
名
を
弘
祖
、
字
を
大
業
、
号
を
九
山
、
通
称
甚
右
衛
門
。
南
久
宝

金
雪
は
、
名
を
緒
、
字
を
世
隆
、
号
を
金
雪
又
は
石
顛
、
通
称
七
五
郎
。
「
中

い
え
る
。

代
教
頭
と
し
て
漢
学
・
習
字
・
詩
作
な
ど
を
教
授
し
た
。
安
政
四
年
四
月
に
西

一
五
歳
の
時
に
大
坂
堀
川
の
蔵
屋
敷
に
移
っ
た

丹
山
は
適
塾
門
下
生
の
「
姓
名
録
」
に
そ
の
名
を
確
認
で
き
、
安
政
三
年

（
一
八
六
五
）
に
適
塾
へ
入
門
し
た
と
さ
れ
る
(14)
。
幼
名
を
季
四
郎
、
の
ち
に

丹
山
、
道
純
と
称
し
た
と
い
う
。
大
坂
・
今
橋
の
儒
家
・
香
川
琴
橋
の
四
男
と

し
て
生
を
受
け
、

「
戊
午
季
夏
念
八
日
宴
」
の
参
会
者
で
あ
る
香
披
は
、
儒
家
、
詩
家
と
し
て

こ

う

は

人
名
録
に
載
る
橋
本
香
披
（
文
化
六

S
慶
応
元
年
・
一
八

0
九
S
六
五
）
で
あ

る
。
名
を
通
、
字
は
大
路
、
通
称
半
助
。
静
庵
、
毛
山
人
、
戴
盆
子
な
ど
と
号

し
た
。
上
野
国
沼
田
出
身
で
、

と
い
う
(16)

。
大
坂
で
は
篠
崎
小
竹
に
学
び
、
篠
門
四
天
王
の
一
人
と
称
さ
れ

た
。
天
保
九
年
(
-
八
三
八
）
、
伊
丹
の
明
倫
堂
が
設
立
さ
れ
た
際
に
は
、
初

遊
の
途
に
就
く
べ
く
教
頭
を
辞
し
た
。
こ
の
香
披
の
跡
を
継
い
だ
の
が
、
先
述

の
摩
斎
で
あ
る
。

乙
巻
に
は
、
香
城
が
描
い
た
笠
を
被
り
帯
刀
す
る
人
物
が
お

さ
め
ら
れ
て
い
る
（
図
4
)
。
香
披
は
安
政
五
年
四
月
に
伊
丹
か
ら
大
坂
に
移
っ

て
お
り
、
こ
の
酒
宴
は
香
披
が
来
坂
し
て
間
も
な
い
時
期
に
開
か
れ
た
も
の
と

青
霞
は
『
浪
華
郷
友
録
』
（
天
保
八
年
版
）
八
丁
表
、
「
書
家
」
の
項
目
に
「
藤

青
霞
／
本
町
心
斎
橋
／
藤
市
兵
衛
」
と
あ
る
が
、
断
定
す
る
資
料
に
乏
し
い
。

「
元
治
元
年
孟
夏
初
六
日
」
(
-
八
六
四
年
四
月
六
日
）
の
酒
宴
に
参
会
し
て

い
る
上
田
耕
沖
（
文
政
二

S
明
治
四
四
年
・
一
八
一
九

S
一
九
―
―
)
（
17)

は、

大
坂
四
条
派
・
長
山
孔
寅
に
師
事
し
た
絵
師
で
あ
る
。
明
治
一
七
年
(
-
八
八
四
）

に
設
立
さ
れ
た
私
立
浪
華
画
学
校
（
樋
口
三
郎
兵
衛
校
主
）
で
は
日
本
画
の
教

の
道
に
進
ん
だ
と
い
う
(15)
。

が
散
見
さ
れ
る
（
高
木
個
山
に
つ
い
て
は
後
述
）
。

一
五
オ
の
時
に
瓦
町
の
医
師
高
安
杏
山
の
養
子
と
な
り
医
業

(3) -7-



神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

た
っ
て
描
い
て
い
る
（
図
10)
。
串
珠
杯
の
飲
み
口
に
よ
じ
登
り
、
中
を
覗
い

愛
ら
し
い
。
酒
宴
の
際
に
揮
竜
さ
れ
た
可
能
性
が
高
く
、
素
早
い
筆
致
な
が
ら

も
、
墨
の
濃
淡
を
描
き
分
け
て
い
る
。
耕
沖
四

0
代
半
ば
の
作
品
と
わ
か
る
点

に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
彼
の
名
を
人
名
録
な
ど
で
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
が
、

ま
ず
、

る
(20)
。
加
え
て
、

「
高
木
個
山
」
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

乙
巻
の
酒
宴
記
録
の
中
に
八
回
も
登
場
す
る
こ
と
、
酒
宴

無
他
嗜
好
。
獨
愛
書
書
一
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、

『
備
忘
』
の
記
録
か
ら
個
山
が
旭
荘
と
交
遊
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。
な
お
、
個
山
の
「
高
木
氏
書
書
＿
帖
」
の
序
文
を
、
旭
荘
が
記
し
て

お
り
、
そ
の
草
案
が
残
っ
て
い
る
(19)
。
そ
こ
に
は
、
伺
山
に
つ
い
て
「
素
封
家
。

時
期
の
酒
宴
記
録
の
所
有
者
は
、

「
住
福
井
邑
」
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
伺
山
も
大
坂
で
活
動
し
て
い
た
人
物
で
あ
っ
た
可
能
性
が
示
唆
さ
れ

の
会
主
を
務
め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
少
な
く
と
も
乙
巻
に
記
録
が
み
ら
れ
る

こ
こ
ま
で
、
串
珠
杯
と
と
も
に
伝
わ
る
乙
巻
に
収
め
ら
れ
た
酒
宴
記
録
に
つ
い

て
考
察
し
て
き
た
。
酒
宴
の
参
会
者
に
つ
い
て
、
全
て
の
人
物
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
は
、
筆
者
の
力
不
足
の
た
め
に
叶
わ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
ご
く
一
部
で
は

あ
る
が
、
乙
巻
か
ら
見
え
て
き
た
串
珠
杯
の
伝
来
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

乙
巻
が
作
成
さ
れ
た
安
政
四

S
元
治
元
年
の
間
、
串
珠
杯
の
所
有
者
は

「
福
井
村
」
の
高
木
個
山
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、
酒
宴
に
は
大
坂
で
活
動
し
て

い
た
人
々
が
参
会
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
、
記
録
か
ら

(
1
)
折
帖
の
記
録
の
中
に
は
「
串
珠
杯
」
の
他
に
「
五
段
杯
」
の
名
称
を
付
さ
れ
て
い
る
場

合
も
あ
る
。
本
稿
で
は
箱
書
の
記
載
に
従
う
も
の
と
す
る
。

(
2
)
神
戸
市
立
博
物
館
編
集
『
び
い
ど
ろ
・
ぎ
や
ま
ん
展
ー
清
涼
な
異
国
趣
味
』
（
神

戸
市
健
康
教
育
公
社
、

神
戸
市
立
博
物
館
編
集
•
発
行
『
び
い
ど

ろ
・
ぎ
や
ま
ん
・
ガ
ラ
ス
』
（
二

0
0
0
)
。
び
い
ど
ろ
史
料
庫
の
旧
蔵
番
号
は

一
九
六

0
,
0
0
1
―。

二
0
0
九）、

一
九
八
三
）
、

(
3
)
揖
斐
高
『
江
戸
の
文
人
サ
ロ
ン
知
識
人
と
芸
術
家
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
、

一
八
三
頁
か
ら
引
用
。

(
4
)
神
戸
松
蔭
女
子
学
院
大
学
名
誉
教
授
・
棚
橋
淳
二
先
生
は
、
串
珠
杯
の
ガ
ラ
ス
素

地
は
当
時
日
本
で
製
作
さ
れ
て
い
た
鉛
ガ
ラ
ス
の
比
重
値
に
比
べ
て

2
.
4
，
と
低

く
、
ガ
ラ
ス
の
融
剤
に
硼
砂
が
使
用
さ
れ
た
硼
桂
酸
ガ
ラ
ス
で
あ
る
と
い
う
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
、
串
珠
杯
は
中
国
か
ら
の
輸
入
品
、
あ
る
い
は
日
本
製
の
ガ
ラ
ス

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
当
時
使
用
し
て
い
た
も
の
が
破
損
し
、
明
治
時
代
以
降
に

作
り
直
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

か
な
も
と
ま
さ
い

(
5
)

「
金
観
」
と
は
、
金
本
摩
斎
（
文
政
一
―

-
S
明
治
四
年
・
一
八
―
―
九

S
七
一
）
と
考
え

ら
れ
る
。
摩
斎
は
名
を
相
観
、
字
を
善
郷
、
通
称
顕
蔵
。
出
雲
国
神
門
郡
高
松
村

の
神
官
の
出
身
で
、
大
坂
に
出
て
篠
崎
小
竹
の
塾
に
通
い
、
漢
学
を
修
め
た
。
安

最
後
に
、

乙
巻
に
記
さ
れ
る
酒
宴
の
記
録
に
最
も
多
く
登
場
す
る
高
木
個
山

貴
重
な
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
貴
重
な
作
例
と
い
え
よ
う
(
1
8
)
0

て
い
る
二
人
の
内
、

一
人
は
今
に
も
中
に
落
ち
て
し
ま
い
そ
う
で
、
な
ん
と
も

授
と
し
て
教
鞭
を
と
っ
た
。
耕
沖
は
、
串
珠
杯
と
戯
れ
る
人
物
を
見
開
き
に
わ

第
33
号

は
旭
荘
を
中
心
に
、
彼
の
門
弟
を
含
め
た
交
遊
関
係
が
垣
間
見
え
た
。
旭
荘
は
詩

集
『
梅
壊
詩
紗
』
（
嘉
永
元
年
・
一
八
四
八
）
以
後
、
そ
の
評
判
が
高
ま
り
、
彼
の

も
と
に
は
多
く
の
門
弟
が
集
っ
た
と
い
う
。
記
録
帖
を
み
て
い
る
と
、
彼
ら
は
教

養
を
身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
酒
宴
に
興
じ
る
こ
と
で
よ
り
心
を
通
わ
せ
、
交
遊

を
深
め
て
い
た
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
串
珠
杯
の
酒
宴

記
録
帖
は
江
戸
時
代
末
期
に
お
け
る
文
化
人
の
交
流
の
一
端
を
語
る
資
料
と
し
て

-8 - (4) 



串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)
 

（
五
斗
焦
遂
を
推
し
量
ら
ず
、
淋
洞
何
ん
ぞ
首
濡
に
到
ら
ん
と
す
）

る
。
な
お
、
（戯
為
高
伺
山
賦

其
形
五
層
似
串
珠
、
毎
層
容
三
合
餘

（
其
の
形
は
五
層
に
て
、
串
珠
に
似
る
、
毎
層
三
合
余
り
容
る
）

疑
是
象
圏
所
探
獲
、
飲
中
八
仙
識
此
無

（
疑
ふ
ら
く
は
是
れ
象
南
を
探
獲
す
る
所
、
飲
中
八
仙
の
此
識
る
無
し
）

高
館
張
筵
夜
将
半
、
四
座
皆
是
高
陽
徒

（
高
館
に
筵
を
張
り
、
夜
将
に
半
ば
に
な
ら
ん
と
す
、
四
座
皆
是
れ
高
陽
の
徒
）

五
斗
不
復
推
焦
遂
、
淋
満
何
辟
到
首
濡

串
珠
杯
詩

）
内
は
筆
者
に
よ
る
書
き
下
し
で
あ
る
。

員
会
編
集
『
伊
丹
市
史
』
第
六
巻
（
伊
丹
市
、

政
四
年
に
は
、
伊
丹
の
明
倫
堂
の
一
一
代
教
頭
を
務
め
て
い
る
。
伊
丹
市
史
編
纂
委

―
二
四
＼
二
八
頁
。

一
九
七

0
)
、

(
6
)
鈴
木
靖
「
酒
令
」
（
尾
崎
雄
二
郎
・
竺
沙
雅
章
・
戸
川
芳
郎
編
集
代
表
『
中
国
文
化

史
大
事
典
』
、
大
修
館
書
店
、
二

0
一
三
）
、
五
五
六
頁
。

(
7
)
廣
瀬
旭
荘
全
集
編
集
委
員
會
『
廣
瀬
旭
荘
全
集
』
日
記
篇
七
（
思
文
閣
出
版
、

一
九
八
六
）
八
一
頁
及
び
九
一
頁
。
六
月
一

0
日
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

高
木
伺
山
一
通
送
上
乞
覧
願
報
可
否
個
山
東
曰
聞
旭
荘
夫
子
蹄
夫
子

■許
下
僕
厠

十
一
吟
社
中
突
、
僕
欲
以
本
月
天
神
祭
後
一
日
開
筵
伊
勢
伊
亭
以
會
社
友
兄
請
為
僕

先
客
夫
子

■曰
乃
答
産
物
感
謝
感
謝
個
山
件
輿
同
社
謀
而
報
餘
拝
趨

0
束
十
一
吟
社

諸
子
曰
個
山
欲
以
本
月
廿
六
日
會
干
伊
勢
伊
亭
宿
題
夏
日
早
起
請
會
日
過
散
慮
同
住

束
以
小
昂

(
8
)
乙
巻
に
収
載
さ
れ
る
「
串
珠
杯
詩
」
の
草
案
と
考
え
ら
れ
る
漢
詩
が
『
梅
激
剰
稿
』
（
写

本
一
冊
）
、
『
詩
文
未
定
稿
』
（
写
本
一
冊
）
に
み
ら
れ
る
と
い
う
。
乙
巻
収
載
分
と

そ
れ
ら
に
は
相
違
が
見
ら
れ
る
た
め
、
廣
瀬
旭
荘
全
集
編
集
委
員
會
『
廣
瀬
旭
荘
全

集
』
詩
文
篇
（
思
文
閣
出
版
、
二

O
I
O
)
、
五
九
九
頁
か
ら
以
下
に
全
文
を
転
載
す

美
酒
盛
来
珠
光
骰
、
華
燈
影
透
燦
燦
乎

（
美
酒
を
盛
れ
ば
珠
光
を
発
し
、
華
燈
影
燦
燦
と
透
か
す
）

一
吸
五
層
齋
揺
動
、
前
珠
後
珠
相
逐
祖

（
一
吸
に
し
て
五
層
揺
動
を
齋
し
、
前
珠
後
珠
は
相
逐
に
祖
く
）

唯
疑
隋
珠
在
蛇
口
、
泡
泡
起
滅
齊
沸
如

（
唯
随
珠
蛇
口
に
在
り
、
泡
が
起
ち
て
は
滅
す
る
は
腎
沸
の
如
し
）

一
洗
金
谷
陳
腐
令
、
遁
者
将
附
劉
章
誅

（
一
洗
金
谷
、
遁
れ
る
者
は
将
に
劉
章
の
謀
を
附
さ
ん
と
す
）

若
不
能
飲
以
詩
罰
、
吾
人
掻
頭
獨
長
呼

（
若
し
詩
罰
を
以
て
飲
む
能
は
ざ
れ
ば
、
吾
人
頭
を
掻
き
て
独
り
長
旺
す
）

酒
伯
元
来
兼
詩
伯
、
論
詩
苛
酷
不
赦
粗

（
酒
伯
は
元
来
詩
伯
を
兼
ね
、
詩
を
論
ず
る
苛
酷
を
赦
さ
ず
）

将
飲
酒
耶
我
量
浅
、
将
作
詩
耶
我
腸
枯

（
将
に
酒
を
飲
ま
ん
と
す
る
耶
、
我
が
量
は
浅
く
、
将
に
詩
を
作
ら
ん
す
る
耶
、
腸
枯
る
）

進
退
已
谷
得
奇
策
、

一
吸
五
層
忽
然
虚

一
吸
五
層
忽
然
と
し
て
虚
し
）

誰
図
内
有
沙
糖
水
、
四
座
相
視
各
胡
慮

（
誰
が
図
り
て
内
に
沙
糖
水
が
有
ろ
う
か
、

四
座
各
胡
慮
を
相
視
る
）

(
9
)
『
備
忘
』
に
は
、
同
日
の
酒
宴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
あ
る
。

（
前
略
）

．．． 
移
酒
具
上
舟
初
約
橋
下
納
涼
以
雨
中
無
所
見
入
蜆
川
水
晩
瀕
舟
獨
左
岸

将
覆
舟
子
堕
樟
田
旋
久
之
下
一
一
丁
出
入
廣
木
亭
個
山
為
主
召
妓

■輩
行
酒
予
不
堪
飲

乃
託
欲
眠
臥
於
別
室

■
（
得
ヵ
）
一
絶
：
．
（
中
略
）
・
：
後
席
衆
問
何
為
乃
所
作
個
山

悦
命
主
婦
買
紙
乃
揮
瀧
（
後
略
）

(10)
那
原
は
中
国
後
漢
の
学
者
。
酒
を
好
み
一
晩
中
飲
み
明
か
し
て
も
酔
う
こ
と
は
な

か
っ
た
と
さ
れ
る
。
焦
遂
は
、
唐
時
代
を
代
表
す
る
八
人
の
酒
豪
と
さ
れ
る
「
飲
中

（
進
退
已
に
谷
は
奇
策
を
得

(5) -9-



断
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

八
仙
」
の
一
人
。
普
段
は
円
滑
に
話
を
進
め
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
酒
を
飲

む
と
雄
弁
に
な
っ
た
と
さ
れ
る
人
物
。

(11)
九
山
の
生
没
年
は
、
『
浪
華
名
流
記
』
（
安
政
3
年
版
）
に
あ
る
「
庚
午
生
」
か
ら
算

(12)
管
宗
次
「
5
五
十
川
金
雪
『
金
雪
詩
稿
』
に
つ
い
て
ー
安
政
三
年
二
月
廿
五
日

S
九

月
四
日
」
『
京
大
坂
の
文
人

続
々
』
（
和
泉
書
院
、
二

0
0
八）。

(13)
水
田
紀
久
「
行
徳
玉
江
の
生
涯
」
（
『
日
本
書
誌
学
大
系
4
3

日
本
策
刻
史
論
考
』
、

青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
五
）
、
二
八

O
S
三
0
八
頁
。

(14)
梅
渓
昇
『
緒
方
洪
庵
と
適
塾
』
（
大
阪
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
）
。

(15)
芝
哲
生
「
適
塾
門
下
生
に
関
す
る
調
査
報
告

(
3
)
」
（
『
適
塾
』
N
O
.
1
6
、
適
塾
記
念
会
、

一
九
八
三
）
。
芝
氏
に
よ
る
と
、
丹
山
は
大
坂
の
儒
者
香
川
琴
橋
の
四
男
で
、
幼
名

を
秀
四
朗
と
い
う
。
一
五
オ
の
時
に
医
師
六
代
高
安
杏
山
の
養
子
と
な
り
、
丹
山

と
称
し
た
。
安
政
三
年
(
-
八
五
六
）
に
適
塾
に
入
門
、
杏
山
の
没
後
は
医
業
を
継

い
だ
と
さ
れ
る
。

て
い
る
が
、

(17)
池
田
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
編
集
・
発
行
『
日
本
画
家
上
田
耕
夫
・
耕
沖
・
耕
甫
』

（
一
九
九
四
）
で
は
、
耕
沖
は
文
政
三
年
生
ま
れ
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

(18)
同
書
に
は
、
「
耕
沖
の
制
作
年
が
明
確
と
な
っ
た
青
年
・
壮
年
期
の
本
格
的
な
作
品

を
見
出
す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
」
と
あ
る
。
耕
沖
の
作
品
が
三

0
件
程
収
載
さ
れ

そ
の
多
く
が
明
治
期
以
降
の
も
の
で
あ
り
、
江
戸
期
の
作
品
は
写
生

帖
な
ど
の
四
件
と
な
っ
て
い
る
。

(19)
前
掲
書
7
、
七
三

O
S
三
一
頁
。

(20)
摂
津
国
豊
島
郡
、

及
び
同
国
島
下
郡
の
福
井
村
が
候
補
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
が
、

(16)
前
掲
書
5
、
一
―
八

S
二
四
頁
を
参
照
。

出
し
た
。

第
33
号

げ
ま
す
。

照
し
た
。

理
寿
編
『
近
世
人
名
録
集
成
』
第
一
巻

本
稿
で
利
用
し
た
人
名
録
『
浪
華
名
流
記
』
（
弘
化
一
一
年
版
、
安
政
三
年
版
）
、
『
浪
華

郷
友
録
』
（
天
保
八
年
版
）
、
『
浪
華
嘗
時
人
名
録
』
（
嘉
永
元
年
版
）
は
、
森
銑
三
・
中
島

地
域
別
編
（
勉
誠
社
、

1
9
7
6
)
所
収
版
を
参

ま
た
、
記
録
帖
の
翻
刻
、
及
び
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
当
館
学
芸
員
小
野
田
一
幸
氏
、

高
久
智
広
氏
、
石
沢
俊
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
き
ま
し
た
。
末
筆
な
が
ら
深
く
感
謝
申
し
上

【
付
記
】

-10 - (6) 



串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)

・
表
記
は
原
文
の
ま
ま
。
文
中
の
／
は
原
文
の
改
行
位
置
を
示
す
。
ま
た
酒
宴

〔
朱
文
長
方
印
〕
「
青
霞
」

[
朱
文
長
方
印
〕
「
古
士
人
」

五
段
杯
酒
令
亭

終
日
不
酔
嘆
邸
原
之
健
五
斗
卓
／
然
稲
焦
遂
之
豪
此
持
以
善
飲
顕
／
爾
若
夫
五

段
之
盃
数
會
之
酒
名
磨
／
也
滴
澄
也
皆
視
以
為
一
鼓
舌
不
／
壺
耳
然
其
製
繋
々

纏
濡
其
／
唇
而
一
段
且
壺
二
段
之
儲
随
泄
忽
／
然
溢
而
咽
干
喉
然
猶
可
堪
而
至

三
／
段
四
段
酒
気
己
塞
干
胸
頭
上
随
突
／
或
喋
或
嘔
終
叩
頭
而
謝
於
銃
録
事
／

鐵
可
以
照
人
則
此
名
靡
滴
渥
／
亦
可
以
使
那
原
焦
逐
之
徒
不
敢
称
／
誰
於
酒
軍

焉
登
不
愉
快
哉
登
／
不
愉
快
哉

字
善
郷
」
、
〔
朱
文
方
印
〕
「
生
璽

111111
」

（図
2
)
雲
城

安
政
丁
巳
膜
月

金
観
撰
〔
白
文
方
印
〕
「
観

落

花

毛

山

人

（図
4
)

凡
如
此
者
十
八
九
突
億
有
一
飲
壼
焉
／
者
数
事
登
姓
名
於
此
帖
以
褒
之
／
者
寸

一
吸
一
杯
個
山

一
吸
一
盃

青
霞

逐
段
漸
大
以
／
至
干
下
底
又
園
而
不
可
竪
且
酒
令
禁
／
飲
未
盟
而
息
其
始
飲
也

香
披

無

息

五

段

旭

荘

三
吸
二
段

高
安
丹
山

立
入
山
樵
酔
筆

戊
午
季
夏
／
念
八
日
宴

代
酒
以
沙
糖
水

酒
五
吸
一
杯

他
不
撃
余
々
／
撃
他
廟
堂
／
和
戦
議
如
何
／
両
刀
腰
畔
徒
然
／
在
袖
依
春
語
君

〔
白
文
方
印
〕
「
牧
士
光
」
、
〔
朱
文
方
印
〕
「
天
有
」

（図
3
)

（図
1
)

百
吸
一
段
廣
旭
良

愛
田
愛
軒

一
吸
一
盃
高
木
個
山

・
（
図
）
は
翻
刻
文
の
後
に
、
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。

四
吸
一
杯

・
判
読
不
明
の
箇
所
は

■で
表
記
す
る
。

五
吸
一
杯
行
徳
玉
江

ご
と
に
一
行
の
空
白
を
設
け
て
い
る
。

一
吸
一
杯
阪
上
九
山

[
凡
例
]

【
酒
宴
記
録
帖
（
乙
・
安
政
五
ー
元
治
二
年
）
翻
刻
】

戊
午
夏
／
六
月
下
浣
於
伊
亭
開
宴

十
川
金
雪

(7) -11-



／
辞
到
美
濡
美
酒
／
盛
来
珠
光
骰
華
／
燈
影
透
燦
々
乎
／
一
吸
五
層
齋
揺
動
／

仝

伺
山

一
吸
一
盃
霞
城
鴻
雪

一
吸
一
盃
致
軒
長
遊

（
朱
文
楕
円
印
）
「
風
月
」

鴎
雪
山
人
〔
白
文
方
印
〕
「
杏
華
春
雨
」

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

鴻
雪
山
人
（
白
朱
文
聯
方
印
）
「
鴻
」
「
雪
」

三
吸
一
盃

二
吸
一
杯

（図
6
)
戊
午
仲
冬
寓
／
石
峰
画

串
珠
杯
詩
／
戯
賦

其
形
五
層
以
串
／
珠
毎
層
容
酒
三
／
合
餘
略
是
象
／
岡
所
様
獲
飲
中
／
八
憐
識

此
無
／
高
館
張
筵
夜
将
／
半
四
座
皆
是
高
／
陽
徒
五
斗
不
復
／
推
焦
遂
淋
濶
何

前
珠
後
珠
相
逐
祖
／
慎
如
隋
珠
在
蛇
口
／
泡
々
起
滅
腎
沸
／
如
一
洗
金
谷
陳
腐

／
令
遁
者
将
附
劉
章
／
珠
若
不
能
飲
以
詩
／
罰
吾
人
掻
頭
獨
長
／
呼
酒
伯
何
料

兼
／
詩
伯
論
詩
精
細
不
／
赦
粗
将
飲
酒
耶
／
我
量
浅
将
作
詩
／
耶
我
年
枯
進
退

巳
未
正
月
念
九
日

■壱
珠
褒

吃
下
五
呑
一
盃

喫
下
一
呑
九
盃

辛
酉
秋
月
／
｛
烏
於
友
鹿
／
洞
中

文
久
元
年
辛
酉
晩
秋
念
一
日

二
吸
二
盃

三
吸
一
盃

（図
7
)

一
吸
一
杯

霞
城

一
吸
一
盃

洞
山

仝

高
致
軒

寺
川
梅
汀

高
個
山

西
尾
西
陀

劉
芸
齊

戊
午
仲
冬
友
鹿
洞
小
集

咸
豊
庚
申
夏
六
月
於
友
鹿
洞

陸
阿
龍

夢
酌
清
談
／
意
味
深
長

無
息
吸
壷
者
一
／
霞
城
／
極
斎
／
楽
是

（図
5
)

無
息
吸
壷
者
三
／
蛉
友
／
致
町

個
山
人
正
〔
白
文
方
印
〕
「
高
士
正
」
、
〔
朱
文
方
印
〕
「
伺
山
」

皇

■
（
弦
ヵ
）
尊
夜
國
壼
忠
人
競
／
唱
勲
功
誰
餘
轄
軋
坤

廟
堂
神
策
芙
雄
藩
天
／
下
方
知

旭
斐
〔
白
文
方
印
〕
「
廣
瀬
謙
印
」
、
〔
白
文
方
印
〕
「
廣
瀬
吉
甫
」

〔
白
文
方
印
〕
「
芳
心
自
同
」
第
33
号

已
／
谷
酒
奇
策
一
吸
五
／
層
忽
然
虚
誰
図
内
／
有
沙
糖
水
四
座
／
相
視
名
胡
慮

-12 _ (8) 



串
珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(
1
)

一
吸
一
盃
致
軒

壬
戌
十
月
幾
望
同
雙
石
老
人
／
投
友
鹿
洞
々
主
置
酒

青
浦
生
（
白
文
方
印
）
「
真
印
」

壬
戌
秋
九
月
十
三
日
夜
月
下
開
筵
酒
／
甜
主
人
以
串
珠
杯
侑
飲
初
不
能
飲
漸
／

真
（
白
文
聯
印
）
「
真
」
、
「
浦
」

文
久
癸
亥
春
三
月
欲
献
大
廠
於
／
高
槻
藩
主
永
井
侯
命
工
鋳
之
名
／
日
堅
城
巳

成
置
干
我
堂
上
偶
中
井
／
香
舟
見
過
共
飲
其
傍
乗
興
夜
其
／
図
余
録
其
銘

暇
号
賑
号
整
震
海
天
是
贋
是
懲
／
我
城
以
堅

（
白
文
方
印
）
「
芳
心
自
同
」

而
一
吸
飲
烏

〔
白
文
楕
円
印
〕
「
墨
樵
」

（図
9
)

香
舟
中
井
隆
〔
白
文
方
印
〕
「
吊
」
、
〔
朱
文
方
印
〕
「
喬
」

偏
愛
白
／
衣
酒
／
何
嫌
青
／
如
霜

酔
餘
揮
奄
／
寓
其
意

（図
8
)

予
訪
伺
山
君
々
命
工
鋳
／
大
磁
偶
成
引
予
観
之
／
傍
置
酒
各
傾
串
珠
杯
／
慮
飲

致
軒

〔
朱
文
楕
円
印
〕
「
月
到
天
心
」

宗
翌

仝

一

盃

致

軒

仝

一

盃

霞

城

一
吸
一
盃
個
山

一

吸

一

盃

玄

通

寺

霊

瑞

仝

一
盃
井
隆

壬
戌
夏
四
月
初
七
飲
干
松
濤
／
亭
西
窓
之
下

二
吸
一
盃

壬
戌
秋
閏
八
月
旬
飲
／
友
鹿
洞

吃
下
一
呑
一
杯

吃
下
二
呑
二
盃 圏

明

寺

大

量

四
坐
呼
妙
而
不
太
急
徐
々
／
吸
壼
可
謂
古
今
飲
徒
英
雄
突

寒
祁
春
三
月
十
七
日

一
吸
一
盃
園
覚
寺

心

餘
三
段
則
致
軒
代
吸

一
吸
二
段

三
吸
一
盃

多
田
宗
是

雙
石

三
呑

長
遊

一
吸
一
杯
個
山

仝

梶

原

村

婦

濃

一
吸
一
盃

n"μ’ 

二
枡

仝

高
藩
婦
人

ロ日
2糸

一
吸
一
杯
桝
園

(9) -13-



孟
夏
念
六
／
酔

〔
白
文
方
印
〕
「
弘
祖
字
大
業
」
‘
[
朱
文
方
印
〕
「
九
山
太
号
柳

■」

誰
所
無
嗜
／
再
呑
酒

■／
約
弄
七
盤
／
虚
酒
荒
九
山
／
五
段
杯

〔
白
文
楕
円
印
〕
「
採
補
」

秋
爽
再
題
（
朱
文
長
方
印
）
「
爽
秋
」

（図
11)

秋
爽
[
朱
文
方
印
〕
「
爽
秋
」

一
吸
一
杯
上
田
耕
沖

神
戸
市
立
博
物
館
研
究
紀
要

数
吸
二
杯

二
吸
一
杯

二
吸
二
杯

数
吸
二
杯

元
治
二
年

高
木
長
遊

奥
村
熊
三

吉
田
格
褒

高
木
致
軒
／
頚
下
滴
淋
演

高
木
松
英

僕
始
訪
高
木
氏
酒
蔀
／
主
人
出
串
珠
盃
使
僕
飲
／
六
吸
而
尽
一
杯
致
軒
君
／
置

左
手
干
座
上
飲
一
吸
一
／
杯
然
滴
歴
灘
胸
襟
／
個
山
君
尋
置
手
一
丁
膝
上
飲
不
見
／

一
滴
罹
僕
伏
其
手
練

浚
漫
題
以
挨
跛

数
吸
一
杯

一
吸
一
杯

一
吸
一
杯
神
田
二
柳

島
本
玉
麟

冗
治
元
年
歳
在
甲
子
孟
夏
／
初
六
日

（図
10)
耕
沖
（
花
押
）

個
山
高
木
正
〔
白
文
方
印
〕
「
正
印
」
、
〔
朱
文
方
印
〕
「
文
止
」

第
33
号
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覧者会参るれらみこ巻乙①
 
表串

珠
杯
の
酒
宴
記
録
帖
に
つ
い
て

(1) 

I!!名 刊行年 丁数 備考

f浪華名流記」（安政3年版） 安政3年3月 3ウ （儒家部）金本摩麓 名歓字普卿稲顕蔵以已丑生出雲人初學篠崎I」1竹寓櫂屋街
l 金本歓（摩斎）

i浪華問芳譜」（下巻） 安政4年正月 44ウ 金本歓字善郷翌摩齋捐顕蔵出雲人寓擢屋街

i浪華名流記j（弘化2年版） 弘化2年 16オ （書家部）金雪 五十／l|緒字世隆号石顛猾七五郎善詩住中島街

「浪華厘流月旦評名橋長録」（哀永6年版） 嘉永6年 （詩）中ノシマ五十川金雪二十問上大和橋

「風流巷之噂J 此地ノ産ニテ風流ノ技二宏長ンタル者／＼金雪九山筋洲介眉藍田春波春耕等，其選ナ
内題に「浪華風流名橋競ノ評」とあり

ルヘシ
2 五十Ill金雪

「浪華名流記j（安政3年版） 安政3年3月 19オ 霞（間住人中部洲）五十川金雪 名緒字世隆号石顛梱七五郎以已巳生大阪人學後藤松陰善詩及

「浪華揺芳謂J（下巻） 安政4年正月 43ウ 五十川緒字世隆毀金雪又石顛稲七五郎住中州

「大阪人物誌j 昭和2年

「大湊一覧」 天保5年 九山阪上弘祖 （臼文財印）「柳」「橋」 大坂市中を描いた鳥緻図。九山はその識語を担当している

「浪華名流記j（弘化2年版） 弘化2年 16オ （書家部）九山 阪上祖字大業稲甚右ヱ門兼善詩（主南久宝寺坊

「浪華営時人名録」 嘉永元年8月 22オ （文雑）阪上喜右衛門 南久宝寺町三丁目／名弘祖号九山

「浪華風流月旦評名橋長録」（恵永6年版） 嘉永6年 （詩）南久宝坂上九山同（二十閻半）炭屋橋
3 阪上九山

「浪華名流記！ （安政3年版） 安政3年3月 19オ
（聞人部）阪上九山 名祖字大業梢甚右衛門以庚午生大阪人學中嶋椋隠善詩及書住南
久賣寺坊

「浪華拇芳譜i（下巻） 安政4年正月 34ウ 阪上祖字大業照九山捐甚右衛門住南久宝寺坊

f風流巷之噂！
此地ノ産ニテ風流ノ技二宏長ンタル者）＼金雪九山紡洲介眉藍田春波春耕等、其選ナ

内顆に「浪華風流名橋競ノ評」とあり
ルヘシ

「浪華名流記i（弘化2年版） 弘化2年 11ウ （叢家部）檜菌 行徳貫字公麟梢憐元恭男住堂島

「浪華風流月旦評名橋長録」（湮永6年版） 厖永6年 （歌）堂シマ行徳玉江同(+九間） 新天満橋

「浪華名流記！ （安政3年版） 安政3年3月 10ウ 人（璽ウ家問部約）傍行善徳鋲楢刻園住堂名嶋貫字公麟又競玉江稲元惧以文政戊子生大阪人尤善花弁頗有渭

f安巳新撰文苑人名録j（安政4年版） 安政4年 43ウ 仝（画）同（大坂）行徳楢園
4 行徳玉江

i風流巷之睛1 行徳玉江、其父蒻園ヨリモ上二列スル7、宜ヲ失ヘリ、蒻園ハ頭取二縛スヘシ 内題に「浪華風流名橋競ノ評Jとあり

行徳氏医臨てて別今み更旭枝憂荘にに玉夢儒をに梅祗従江を璽のむ篠ふ史門玉崎て江小散、に行入常竹次檜て中にに傍園刀詩國圭文，にを楢涼の在を業廣園歴り等之瀬をし受れ旭又と賊荘嘗をく居観す時に浪て璽のる華このと人四玉年江梅橋夢丹畔詈に住をす好少暇時あ京れ都ば乃に
f大阪人物誌j 昭和2年

上ち梧り儒に 遂に111に志すに至ると云ふ後浪華

に開り 法名を家鼎貫金名城海屋に薮に刻師事を呉し北て渚盆の得門るにこ

受と甚＜嘗だ多てし遂に璽をて以散て次業中となし其名大に著はる

5 高安丹山 「適塾門下生姓名録」

6 高木伺山 「高木氏書匿帖序」［梅撒文紗」 飼山姓高木。住福井邑。

7 愛田愛軒

i浪華嘗時人名録J 哀永元年8月 2オ (I需家）廣瀬謙吉 淡路町御丸筋西，／名練字梅激号旭荘

「浪垂嘗時人名録」 嘉永元年8月 2ウ （詩家）廣瀬謙吉儒家二出

「浪華風流月旦評名橋長録」（酒永6年版） 思永6年 （詩）淡路町広瀬旭荘五十二閻半大江橋

8 廣瀬旭荘
學（儒又家塾部井）昭廣陽瀬後旭自荘立一名家謙言字所吉著甫有梢・謙・吉一照梅激以丁卯生豊後日田人淡窟季弟初承家f浪華名流記J（安政3年版） 安政3年3月 2ウ

（中略） 住伏見街

「浪華描芳譜i（上巻） 安政4年正月 6ウ 廣瀬謙字吉甫瞭旭荘又楳激豊後日田住子淡路所著詩紗三編行子世

「安已新撰文苑人名録」（安政4年版） 安政4年 65オ 儒大坂廣瀬旭荘

「浪華名流記j（弘化2年版） 弘化2年 6オ （儒家部）香波 稿本通字大路楢半助上毛人

， 香波 「浪華風流月旦評名橋長録」（悪永6年版） 蔦永6年 （詩）伊丹橋本香披四十五間半玉江橋

「風流巷之噂i
浪花ト1l1号スルカラハ、此地ノ間人19ナルタケ19穿■スヘキ、伊丹ヨリ橋本香披ヲ

内顆に「浪華風流名橋競ノ評」とあり
ャトヒ来リ

10 詈露 「績浪浪華郷及録」（天保8年版） 天保8年 8オ 藤青露本町心斎橋藤市兵衛

11 西尾西陀 「日間瑣事備忘j 安政6年1月晦日 「不来西lt伺山以路隔不能」とあるが、同一人物か不明

12 寺川梅汀

「浪華名流記j（弘化2年版） 弘化2年 20ウ （璽家部）石峰 小林光字伯手号漱石住天満

13 石峰 （璽家部）小林石峰 名光字伯字一有天馬漱石之琥稲1甲兵衛以享和辛酉生大阪人學書
「浪華名流記」（安政3年版） 安政3年 gゥ

於神吉澄9J9後學l1l於岡田半江八木巽虞不負才不使氣以閑雅所稲1主天満第五街

14 蛉友

15 高木致軒

16 露城 「日間瑣事備忘．！

17 極斎

18 楽是

19 劉芸齊

20 長遊 「高木長遊」と同一人物ヵ

21 鴻雪 i日閻瑣事備忘j

22 高藩夫人絹

23 梶原村婦濃 摂津国島上郡梶原村ヵ

24 回明寺大屋

25 玄通寺霊瑞 現大阪府茨木市の玄通寺の住聴を指すヵ

26 宗畏

「浪湮富時人名録J 嘉永元年8月 15ウ （書家）織田隕斎信濃橋東詰／名爾号九窒山樵 「神田二柳」と同一人物ヵ
27 二柳

「浪華名流記」（弘化2年版） 弘化2年 18ウ （俳諧部）二柳 織田慎斎一号不二商善欝住信濃棋東

「浪華名流記j（安政3年版） 安政3年 1オ （儒家部）落合雙石

28 雙石 「安政文雅人名録」（安政7年版） 安政7年 画雙石／名橘魚字修水石号彩雲／大丸新道／村瀬勘作

「安政文雅人名録」（文久3年版） 文久3年 画雙石／名魚水石／号彩雲／大丸新道／村瀬勘作

29 多田宗翌

30 井隆

「浪華名流記」（弘化2年版） 弘化2年 6ウ （璽家部）耕沖上田

「浪華風流月旦評名橋長録」（厖永6年版） 哀永6年 （画）高ライ三上田耕沖同（二十一問半）戌橋

：浪華名流記； （安政3年版） 安政3年 15オ （藍家部）上田耕沖 名及字頼方稲萬次郎以文政庚辰生大阪人其lll精細麗艶住柁木街

31 上田耕沖
：浪華1請芳譜： （上巻） 安改4年正月 26オ 上田及字頼方琥耕沖栂萬次郎住過書街

上田氏、名は及、字は頼方、通稲萬次郎，耕沖は其陵なり父を上田耕夫と云ふ幼に

してl11を長山孔寅の門に學ぷ孔寅師となることを肯せす内て乃天にち遍満神同＜尤人社賣とも山賓し水室て互花の鳥襖に切にに磋妙琢を
f大阪人物誌； 昭和2年 磨得たし遂り苔に能て其く一揮家せのる風ものをなを宮す常内省に遊に歴献納を好し又み足嘱跡を受と海け

せしことあり男耕甫い家墓業所を継大阪ぎ敢市北て名区上声失福墜せす／．歿年明治四十四年一月執廿筆一
日行年九十三歳／ 島中三丁目 妙徳寺

32 島本玉麟

33 奥村熊三

34 吉田格褒

35 高木松英

(17) -21-


